
 福島県のため池の簡易耐震調査法として採用 

 北陸農政局管内のため池の強度調査 

 従来方法（ボーリングの試料で室内せん断試験）の約１／２のコスト。さらに、機械搬入等の間
接経費を大幅に縮減できます。 

 詳細なマニュアル・歩掛かりについては下記のURLをご覧下さい。 

     http://nkk.naro.affrc.go.jp/soshiki/soshiki05-shisetsu/02doshitu/gaiyo.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 土質担当 

ため池等盛土斜面の簡易なせん断強度調査法 
孔内回転せん断試験（BRS) 

軽量なサウンディング試験機を用いて、小径の孔内で回転せん断試験を行うことにより、従来より
も低コストかつ簡便に盛土斜面の強度定数を求める手法を開発しました。 

せん断刃付バルーン 

 安定計算に必要な斜面の強度定数（c、φ）を原位
置で得ることができます。ボーリング試料を用いた
室内三軸圧縮試験と同等の試験結果が得られます。 

 堤体内でせん断刃付のバルーンを膨張させて回転
させるときのトルクを測定することにより、強度定数
（c、φ）を求めることができます。 

孔内回転せん断試験（BRS: Balloon Rotation Shear test） 

 斜面高さ（ため池では堤高）20mまでの調査が可能
です。貫入試験（N値測定）は20m、せん断強度試
験は、通常の試験で深度６m（すべり面深度）までが
可能です。 

 玉石を多く含む地盤（N値5以上）では調査が困難な
場合があります。 

ため池での適用例 

適用条件 

実施例・調査コスト 

盛土斜面の調査概要 

試験機 

想定されるすべり面 

旧堤体等の 
軟弱層 

ボーリング＋三軸圧縮試験 孔内回転せん断試験（BRS） 

適用 

深度 
深度に制限なし 

砂礫地盤15m程度 

粘土地盤では20m以上 

N値5までの地盤 

強度測定 室内の三軸圧縮試験で測定 原位置で測定 

作業性 

アクセスの悪い場所では、モノ
レールが必要。 

ボーリングよりも機械が軽量（約70kg）で
あり、モノレール必要なし。 

斜面では強固な作業台が必要。 斜面での簡易に設置が可能。 

コスト 
堤高10m－150万円 

堤高20m－200万円 

堤高10m－60万円 

堤高20m－90万円 

3cm 

20cm 

バルーン 

せん断刃 

従来方法（ボーリング＋三軸圧縮試験）との比較 


